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 ランジュバン計算に用いられるポテンシャルと摩擦係数を微視的な理論である時間依存ハート

リーフォック法の枠組みから導出する。 

キーワード 核分裂、ランジュバン係数 TDHF 

1. 緒言 

ランジュバン模型は核分裂のダイナミクスを記述するのに便利な数個の集団自由度を抽出し、

その時間発展を解くことによって核分裂のいろいろな観測量を高い精度で再現できる模型であ

る。しかし、これらの集団自由度に対する力
dv

dR
や摩擦係数 γはそれぞれ現象論的な二中心殻模型

や一体散逸模型である Wall-and-Window formula を用いて記述されるのが普通である。輸送係

数については、最近、線形応答理論に基づく微視的計算が可能となった[1]が、それが唯一の方

法であるわけではないし、二中心殻模型が記述できる原子核形状という制限がかかる。このため、

原子核の形状を仮定しない、全ての核子の自由度を考慮した微視的な立場から核分裂を理解す

ることは核分裂研究にとって重要である。本研究では微視的な理論である時間依存ハートリー

フォック法(TDHF)から換算質量を考慮に入れて上記 2 つの量を導き、分析する。 

2. 手法 

 微視的な理論から巨視的変数に対する係数を導くためには、中

性子、陽子の個々の運動から集団的な運動を抽出する必要があ

る。本手法では TDHF 計算から collective な方程式への焼き直

しを行い、これまでの手法を改良し、換算質量の変化も考慮した

2 つの係数を入射エネルギーや反応させる核種に対して系統的

に導出する。 

3. 結論 

図は 16O+16O 衝突に対して導かれた核間の係数
dv

dR
である。詳細

は当日に発表する通りである。 
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